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は じめ に

茅野市には300以上もの遺跡が発見されていますが、その多くが縄文時代の中でも中期と呼ばれ

る時期のものです。それらの遺跡の多くは八ケ岳山麓の中でも標高1,000m前後に位置しており、

その代表的な遺跡が国の特別史跡に指定されている豊平地区の尖石遺跡です。

永年、地権者の皆さんや地元の方々の理解と熱意によって、保存されてきましたが、近年の開発

はついに尖石遺跡の周辺にも及んできました。そこで茅野市では、このすばらしい郷土の文化遺産

を保存し、後世に受け継ぐべ く昭和62年度から国・県のご援助をいただき、尖石遺跡の公有地化を

行い、平成 2年度からは引き続き記念物保存修理事業 (環境整備)に着手いたしました。

記念物保存修理事業 (環境整備)の一環として行われている試掘調査は、尖石遺跡の整備計画を

作成していく上での基礎的な調査として実施されているものであります。

その試掘調査も、今回で11回 目となりました。平成10年度には、隣接する地にある尖石考古館の

新築開館にあわせ、新たに国の特別史跡に追加指定された、従来与助尾根遺跡と呼ばれていた地区

の調査も行っています。また、試掘調査に併せ、平成11年度には与助尾根地区のニセアカシアの伐

採、復元住居の取 り壊し、園路整備を行い、平成12年度には同じく与助尾根地区での復元住居 6棟

の建設、172本の落葉広葉樹の植栽を行い、史跡公園としての整備を尖石地区に先行して行いました。

試掘調査は、その後も継続して行っており、平成13・ 14年度には尖石遺跡の南側と西側の試掘調

査を行いました。この地区は、宮坂英式氏も調査を行っていない箇所であり、これまでの周辺の試

掘調査の結果からも、多くの遺構の検出が見込まれるところでしたが、予想を通かに上回る遺構の

検出がありました。

今年度は、考古館の南側の試掘調査を行っています。今回は、住居址の検出は少なかったものの、

多くの土坑群や列石が出土し、尖石遺跡の集落の様子が少しずつ明らかになってきました。

夏から秋にかけて行う尖石遺跡の試掘調査は、毎年、尖石縄文考古館に来館する多くの方たちに、

館内の展示だけでなく、発掘調査を見学できる場として生かされていますが、今年度は「茅野市5000

年 尖石縄文まつり'03」 でも公開し、多くの市民に見ていただくことができました。

こうした調査成果をふまえ、今後の史跡整備に一層の努力をして参る所存でありますので、皆様

の一層のご協力をお願いいたします。

最後に、この事業の実施にあたってご指導いただいた文化庁、長野県教育委員会をはじめ、調査

に参加された関係者の皆様に対し、深甚なる感謝を申し上げます。

平成16年 3月

茅野市教育委員会

教育長 両角 源美



例言・凡例

1。 本書は、特別史跡尖石石器時代遺跡記念物保存修理事業 (環境整備)に係る試掘調査報告書である。

2.試掘調査は、国庫及び県費の補助を受け、茅野市教育委員会が実施した。
3.試掘調査は、平成15年 6月 18日 から10月 31日 まで行った。

整理作業は、平成15年 11月 1日 から平成16年 3月 27日 まで行つた。

4.出土品の整理及び報告書の作成は、尖石縄文考古館で実施した。

本報告書に係る出土品 。諸記録は、尖石縄文考古館に保管している。

5。 本報告書の執筆は、小林深志が行った。

6。 本文中、宮坂氏の報告書とあるのは、昭和32年刊行『尖石』 (茅野町教育委員会)の ことである。また、

図中、「○住」とあるのは○号住居址、「〇土」とあるのは○号土坑の略である。図中、Pは土器を、sは

礫を、スクリーントーンは焼土を表す。遺構内の数字は、検出面からの深さを表す。

7.調査の体制

本調査は茅野市教育委員会が実施した。組織は以下の通りである。

特別史跡尖石石器時代遺跡整備委員会

特別委員

坪井 清足 (財団法人元興寺文化財研究所所長)
専門委員

戸沢 充則 (尖石縄文考古館名誉館長・明治大学名誉教授 )
清水  損 (東京工芸大学教授 )
土田 勝義 (信州大学教授)
亀山  章 (東京農工大学教授 )
佐々木邦博 (信州大学教授 )

宮坂 光昭 (長野県遺跡調査指導委員 )
小平  学 (学識経験者 )
指導助言

本中  真 (文化庁文化財保護部記念物課主任調査官)
上原 五夫 (長野県教育委員会事務局文化財 。生涯学習課課長)

調査主体者

両角 源美 (教育長)
事 務 局

宮坂 耕一 (教育部長)
小平 廣泰 (文化財課長)
鵜飼 幸雄 (尖石縄文考古館長・史跡公園係長)
調査担当

小林 深志 (尖石縄文考古館学芸員)
発掘調査・整理作業協力者

牛尼チトセ 太田 義明 北沢 もと 北沢 祐子 北沢 洋子  栗原  昇  小平千恵子
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第 1章 調査の目的

特別史跡尖石遺跡は、指定地の用地購入が終わらた翌年の平成 2年度から、国庫及び県費の補助を受け、

記念物保存修理事業 (環境整備)のため継続して試掘調査が行われ、今年度で11回 目を迎えることとなった。

過去10回 の調査については、それぞれ試掘調査報告書が干J行 されている。

今回調査を行ったのは、尖石地区の南東側である。この地区は、宮坂英式氏が昭和17年に調査を行い、列

石と共に多数の土坑を検出した箇所である。これまでの試掘調査の成果では、尖石地区からは多数の住居址

が検出されているものの、拠点集落に通例な中央広場と考えられる場所が見つかっておらず、過去の調査例

からしてこの箇所が最もその可能性のある所と考えられていた。中央広場と考えられるこの場所は、今後の

尖石遺跡の整備を進めるにあたって、復元する集落の構造の検討や住居の時期選定に欠かせない重要な地点

でもある。

この重要な地点の調査を行うにあたつて、これまでの遺構の位置とプランを確認する作業、さらに遺構の

時期を確認するための若干の上層の掘り下げだけでは、方形柱穴列などの土坑 (柱穴)がセットとなるよう

な遺構の存在を見過ごしてしまうとの考えから、土坑の集中する箇所は周辺も拡張し、遺構の性格を調査す

ることとした。
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第 2章 調査の方法と経過

第 1節 調査の方法
平成 2年度に試掘調査を開始するにあたって、尖石遺跡全体を大きく4つに分け、北西隅を I区 とし、時

計回りにⅡ区、Ⅲ区、Ⅳ区と区画の名称をつけている。その区画ごとに遺跡範囲の全体を覆うように東西南

北にあわせて大きく10m四方の大きな正方形のグリッドで区切り (大グリッド)、 x軸を大文字のアルファ

ベット、 y軸を数字で呼称している。さらにその大グリッドを2m四方の小さなグリッド (小グリッド)と

してx軸 を小文字のアルファベット、 y軸を数字で表し、合わせて IttA l a lの ように呼称している。

今回調査の対象としたのは、遺跡の南東側である。前述したように、この場所は、かつて宮坂英式氏が多

くの住居址の発掘を目指しトレンチによる調査を行いながらも、住居址は確認できず、代わりに列石や多く

の土坑を検出したところである。調査対象面積は約1,600♂ 、調査面積は1/4の 400ぽを予定した。

茅野市教育委員会で実施してきた試掘調査は、平成 4年度に今年度調査地区の東側において遺跡の東端を

確認する調査を行っているが、その調査でも、遺構は土坑が数基検出されただけで、住居址は検出されてい

ない。

掘り下げにあたっては、できるだけ少ない調査面積で住居址等の遺構の検出がすべて把握できるように、

グリッドの間隔が 4mを 越えないように設定した。

第 2節 調査の経過

現状変更許可が下りた6月 18日 より基準杭測量 。杭打ち作業、調査区の設定、機材搬入作業に入る。調査

区の掘り下げに入つたのは、6月 26日 からで、設定した調査区の東側から行い、徐々に西側に進んでいった。

各調査区の掘り下げでは、昭和17年に宮坂英式氏が調査を行ったトレンチの痕跡が見られる箇所があり、

その確認状態の写真撮影を行った後、 トレンチの掘り下げを行っていった。

トレンチを掘り下げてみると、宮坂氏が確認し、拡張して掘り下げた土坑が検出される。これらの明らか

に新しい埋め戻しと考えられる土坑については、土層断面図の作成を行わず、完掘を行っていった。また、

トレンチに掛かりながら、掘り下げを行っていない土坑、あるいはトレンチに掛からなかったため未掘の土

坑については、できるだけ半裁を行い、土層断面図の作成を行った後完掘した。平面径が小さく、完掘が難

しい土坑については、少し掘り下げた状態で土層観察を行い、メモした後に完掘した。

未掘の土坑を半裁すると、その多くで柱痕が検出され、これらが柱穴であることが確認された。

7月 15日 になると、ⅢMla5と Lle3で 、大きな礫が検出され始める。これが、調査を行っている列

石になるものと考えられ、報告書の写真や図面との照合作業を行う。平成 2年にかつて作成された全体図を

地形図に落とし込む作業を行っているが、若干の誤差があるようである。

7月 26日 には、史跡整備委員会を開催し、現地視察を行った。その際、列石については、グリッドにより

部分を確認するのではなく、全体を掘り出し、図化と写真撮影を行うよう指導を受ける。

8月 6日 には、ⅢK3c3の 園路北側で未発掘の住居l」Lを検出する。改めて調査が終わっているK3e3

を精査したところ、西端で住居址の東側の掘り込み面を検出できた。住居址の大きさは、4mほ どと小さい

ようである。
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お盆明けの8月 20日 には、Ⅲ」la3の表土層から黒曜石製のポイントが出土する。Ⅲ13a3、 13c

3、 13dlで は宮坂氏の調査した21～25号住居址と考えられる調査済み住居址の一部が検出される。

8月 27日 からは、ⅢK3c3で 検出した住居址を掘り下げるため、K3c2、 K3c4、 K3d2、 K3

d3、 K3d4を 拡張して掘り下げることとする。

8月 29日 からは、東側の柱穴群の調査のため、Ⅲ区M2・ M3。 N2・ N3の内、134ビの範囲について面

的な調査を行えるよう、廃土の取り除きと拡張しての掘り下げに入る。

9月 26日 には、文化財保存全国協議会の視察。

10月 11日 ・12日 の両日は、尖石縄文考古館と遺跡を中心とした「茅野市5000年  尖石縄文まつり'03」 が

開催されたが、その際に、発掘現場の公開と説明を行った。

調査した土坑群の平面実測図、及び断面図作成のための計測を継続して行い、10月 24日 には清掃と個々の

土坑の写真撮影、土坑群の全景写真撮影を行い、現地での調査を終了する。

埋め戻しは、翌10月 25日 に重機により行った。また、発掘機材の搬出は11月 5日 に行い、遺跡内でのすべ

ての作業を終了した。
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第 3章 遺構と遺物

今回検出 。確認した遺構は、住居址 6軒、土坑258基、列石 1である。

以下、掘り下げを行った調査区について、西側より記述し、次節で拡張区における遺構の検出状況を詳述

する。

第 1節 調査区の概要
‖J15e4(第 2図、図版 2-1)

表土層の後、黒褐色土、暗褐色土と掘り下げ、ローム漸移層まで掘り下げを行った。南西隅の柱穴状の遺

構 (110号土坑)は、深さが50cmあ る。調査区の西倶1中央の小さな掘り込み (109号土坑)は、深さが1lcmほ

どしかないが、焼土を伴っている。南倶1中央の遺構 (111号土坑)は、深さが14cmである。

‖K15b4(第 2図 )

表土層から続く黒褐色土、暗褐色土を取り除くと、南西隅に掘り込み (112・ 113号土坑)が検出された。

掘り進めると、どちらも柱穴状の掘り込みとなった。深さは掘り込み面であるローム漸移層から40～ 50cmで

ある。

‖K15d4(第 2図 )

表土層、暗褐色土と掘り下げると、北東隅に深さ23cmの小さな柱穴状の掘り込み (114号土坑)が検出され

た。

‖L15a4(第 2図、図版 2-2)

表土層を取り除くと、北倶1に東西に走るトレンチの痕跡を検出した。さらに掘り下げていくと、中央やや

南倶1に径50cm、 深さ23cmの遺構 (115号土坑)を検出した。掘り込み面の位置によっては深さ50cmほ どの柱穴

となろうか。

‖L15c4(第 2図、図版 2-3)

表土層以下、黒褐色土、暗褐色土と掘り進み、ローム漸移層面で調査区の南側で遺構 (116号土坑)を検出

した。覆土は、ロームブロックが混じる暗褐色土で、よく締まっており、未調査の遺構である。

Ⅲ 13a3(第 2図 (図版 2-4・ 5)

表土層を取り除くと、約60cmの深さで黒褐色の埋め戻しを行った土層が堆積しており、平坦で硬くよく締

まった住居址の床面が現れ、北壁際に礫を抜かれていると考えられる炉址が検出された。また、南壁際には

別の住居址の周溝と考えられる掘り込みが検出されている。周辺の調査区との関連から、これらの住居址は、

昭和17年に宮坂英式氏の調査したもので、炉址と床面が21号住居址の一部、南壁際の周溝が24号住居址の北

端であることが明らかとなった。21号住の床面には平坦な礫が置かれているが、これは報告書に記載されて

いるものがそのまま残されたものである。この他、住居址内からは、わずかに縄文土器片などの遺物が出土

しているが、これらは埋め戻しの際に紛れ込んだもので、原位置を表しているものではない。

Ⅲ 13bl(第 2図、図版 2-6)

表土層を取り除くと、埋め戻しを行ったと見られる黒褐色土が40cm余 り堆積し、平坦で硬くよく締まった

住居址の床面が現れる。この床面を伴う住居flLは、昭和17年に宮坂氏の調査した25号住居l■の床面になると

考えられる。北側に3基の柱穴状の掘り込み (117～ 119号土坑)、 南側に 1基の長円形の掘り込み (120号土
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坑)が検出された。また、床面に長さ50cmほ どの礫が出土している。宮坂氏の報告書の挿図にある礫と同一

であると判断されるが、向きが変わつているため、原位置を止めていないと考えられる。

Ⅲ 12c4(第 2図、図版 2-7)

35cmほ どの表土層を掘 り下げると、調査区の北東1/4だ けにローム漸移層が残っており、残り3/4は埋め戻

した黒褐色土で、ロームブロックやローム粒子を含むが量は少ない土層であった。その埋土は50cmほ どであ

るが、その面まで掘 り下げると、いくつかの遺構が検出された。南東隅の123号土坑 (図版 2-8)と その北

側にある壁面は、宮坂氏の報告書にある25号住居址の北壁とその内側の土坑であると考えられるが、深さは

報告書によると70cmと あるが、実際は138cmあ る。土坑の上面は埋め戻した土で掘り下げ中に崩落してしま

うほど脆弱であったが、下半は土層が締まっていた。掘り下げ途中でやめてしまったものであろうか。この

土坑の西に接して、径45cm、 深さ67cmの柱穴状の掘り込み (122号土坑)がある。また、調査区の北西には径

30cm、 深さ16cmの柱穴状の遺構 (121号土坑)も あるが、宮坂氏の報告書にも記載が無く、新しく検出した遺

構である。25号住居址の壁は調査区の中央付近で北上するが、これについては、新たな遺構になるのではな

いかと思われる。しかし、周辺の調査区の掘り下げでは、確認できなかった。

Ⅲ 13c3(第 3図、図版 3-1)

表土層を取り除くと、調査後埋め戻されたと分かる土層が約50cmに わたり堆積しており、その下は平坦で

よく締まった住居址の床面であった。調査区の東側にはやや雀んだ炉址があり、周辺には礫を抜き取ったと

考えられる小さな穴が回っていた。焼土はこの炉llL内からさらに南側へと続いている。この炉l■を切つて、

周溝が調査区の東壁中央から北壁中央へ抜けている。炉は宮坂氏が昭和17年に調査した23号住居址に、周溝

はⅢ13dlや Ш13e3で も確認された22号住居址の南西隅にあたるものであろう。調査区の中央から西

壁中央にかけても周溝の一部と考えられる溝が走つているが、宮坂氏の調査した21号住居址から25号住居址

までの遺構配置の中ではどれも位置的にはずれており、この溝の北ないし南に新たな住居址が存在した可能

性も残されている。

‖|12d2(第 3図 )

表土層を取り除くと、調査区の中央を東西に走るトレンチ痕と東半が一段深くなっている掘り込みを検出

した。さらに掘り下げると、深さ10～ 20cmの柱穴状のビットが 4基検出された (126～ 129号土坑)。 いずれも

調査済みのものである。遺物は、暗褐色土の残る北西隅と南西隅で、縄文土器片と石片がわずかに出土した

だけである。

Ⅲ 13dl(第 3図、図版 3-2)

表土層を取り除くと、南壁際に沿って住居址と考えられる掘り込みが検出された。覆土は調査後埋め戻さ

れたもので、遺物等の出土はないが、壁際では周溝も検出されている。この住居址と切り合うように、中央

を南北に走る浅い掘り込みがある。はっきりとした掘り込みではないが、この溝の東西にはあまリレベルの

差はないが、西側の方が若干低い。また、周溝の東側には、ローム漸移層が残っており、西側にはないこと

から、西倶1に遺構が広がっており、この溝が住居l■の周溝であることが理解される。

これらの住居址は、昭和17年に宮坂氏の調査したもので、南倶1の住居址が22号住居址、西側の住居址が25

号住居址になるものと考えられる。

Ⅲ 1le5(第 3図、図版 3-3)

表土層を取り除くと、南側に東西に走るトレンチ痕を検出したが、さらに掘り下げていくと、中央に遺構

(130号土坑)が検出された (図版 3-4)。 平面形はほぼ円形で、径110cmを計る。深さはローム面から105

-8-
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cmである。遺構の掘り下げを開始してすぐに径30～40cmあ る礫が多数出土し始めるが、遺構の中央からは出

土しない。半裁状態による覆土の観察でも、30cmほ どの柱痕が検出されたが、礫のない空間の長さを計測す

ると35～45cmあ るので、それくらいの大さの柱を建て、周辺に礫を充填したものであろう。礫の充填は遺構

の中程までで終わっている。なお、周辺の調査区では同様の柱穴は見つかつていないので、建物址に伴うも

のではなく、単独のものであった可能性もある。

‖|12e4(第 3図 )

表土層を取り除くと黒褐色土、暗褐色土と続く。ローム漸移層面で、調査区の南西隅に径100cm、 深さ120

cmの遺構 (131号土坑)が検出された。この土坑は、中央に柱痕が確認できたことから、柱穴と考えられる。

柱痕は黒褐色土で、炭化物が多く混じる。柱痕の大さは、60～68cmで ある。坑底からは長さ20cmほ どの礫が

出土している。周辺の埋土は大きなロームブロックである。

Ⅲ 13e3(第 3図、図版 3-5)

表土層を取り除くと、北西隅に掘り込みが検出された。覆土は調査後に埋め戻しが行われたものであり、

遺物の出土はなかったが、壁際には周溝も検出されている。周辺の調査区で検出された遺構との関連で、こ

の住居址は昭和17年に宮坂氏の調査した22号住居址の南東隅にあたると考えられる。住居址と重複し、その

南側に浅い落ち込み (132号土坑)があるが、壁面や底面は凹凸が激しく、人為的なものとは考えられない。

|‖ 」la3(第 3図 )

表土層を取り除くと、暗褐色土となる。暗褐色土を掘り下げていくと、50点余の縄文土器片と石片が出土

したが、遺構に伴うものではなさそうである。また、表土層中からであるが、黒曜石製のポイント (図版15

-8)が出土している。南壁際で柱穴状の遺構 (133号土坑)を検出したが、深さはローム漸移層から22cmで

ある。

|‖ 」2a2(第 4図 )

表土層を取り除くと、調査区の西半分に黒褐色で l cm以内のロームブロックやローム粒子を含む埋土が現

れる。掘り進めると、深さが10cmか ら18cmの浅い遺構 (134～ 137号土坑)が検出される。遺物は東佃1の未掘

の部分から縄文土器片や石片が出土するが、量は少ない。南壁際中央に礫が重なり合うように出土している。

Ⅲ」3al(第 4図、図版 3-6)

表土層を取り除くと、北西隅と南東隅で、柱穴状の遺構 (138～ 142号土坑)が検出された。深さは21cmか

ら45cmである。

|‖ 」lb5(第 4図 )

表土層を取り除くと、調査区の北側に東西に走るトレンチ痕が検出された。さらに暗褐色土を掘り下げて

いくと、南西隅に深さ23cmの遺構 (143号土坑)が検出された。遺物は第 2層である黒褐色土層中から縄文土

器片や石片が出土したが、数は少ない。

|‖ J2b4(第 4図 )

表土層を取り除いた後、黒褐色土、暗褐色土を掘り下げていくと、北西側に、径が75cmか ら95cm、 深さ93

cmの土坑 (144号土坑)を検出した。東側に張り出しがあるが、別の柱穴が重複しているものと考えられる。

他に、南西隅と南東隅で柱穴状の遺構を検出している。深さは南西隅のもの (145号土坑)力湾7cm、 南東隅の

もの (146号土坑)が23cmで ある。

Ⅲ」3b3(第 4図、図版 3-7)

表土層を取り除くと、暗褐色土中から礫が出土する。さらに掘り下げていくと、北西隅 (147号土坑)、 北

―-10-―
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東隅 (148号土坑)に深さ10cmほ どの掘り込みが検出された。暗褐色土中からの掘り込みであろうが、土層観

察により分層することはできなかった。礫の近くで検出された柱穴状の遺構 (149号土坑)は、ローム漸移層

からの深さが28cmあ る。

Ⅲ」lc3(第 4図、図版 3-8)

表土層の下には他の調査区よりやや厚く20cmほ どの黒褐色土が堆積しており、その下が暗褐色土となる。

ローム漸移層まで掘り下げると、北壁際に 1基 (150号土坑 )、 南側に4基の柱穴状の遺構 (151～ 154号土坑)

が検出された。深さは15cmか ら20cmと浅い。遺物は、暗褐色土層中から20点ほどの縄文土器片や石片が出土

しているが、遺構の中とはならないであろう。

|‖ 」2c2(第 4図 )

表土層を取り除くと、黒褐色土、暗褐色土、ローム漸移層と続く。調査区内を南北に灌水パイプが埋設さ

れているが、そのほかに荒らされた形跡はない。東側に2基の小さな遺構 (155。 156号土坑)があるが、深

さは1lcmか ら16cmと 浅い。

Ⅲ」3cl(第 4図、図版4-1)

表土層を取り除くと、東側に南北に灌水パイプが埋設されている。調査区の南側には一度掘り下げた痕跡

が見られる。ローム漸移層まで掘り下げると、北側、西壁際、南東隅に遺構 (157～ 162号土坑)が検出され

た。深さは10cmか ら30cmで ある。

|‖ 」ldl(第 5図 )

表土層以下、黒褐色土層、暗褐色土層と掘り下げていくと、南西隅で礫が出土した。その後、ローム漸移

層まで掘り下げると、北西隅、西壁中央で掘り込みが検出された。北西隅の遺構 (163号土坑)は深さ10cm、

西壁際の遺構は3基が重複しており (164～ 166号土坑)、 深さ12～ 27cmあ る。

|‖ 」ld5(第 5図 )

表土層を取り除いた後、黒褐色土、暗褐色土と掘り下げ、ローム漸移層面で、北西隅に柱穴状の遺構 (167

号土坑)を検出した。深さは14cmである。

|‖ 」2d4(第 5図 )

表土層を掘り下げた後、黒褐色土、暗褐色土と掘り下げていつたが、遺構は検出されなかった。

|‖ Jle3(第 5図 )

表土層を取り除くと、黒褐色土、暗褐色土と続く。ローム漸移層まで掘り下げを行ったが、遺構の検出は

なかった。遺物は、暗褐色土層中から7点の縄文土器片、石片の出土があった。

|‖ J2e2(第 5図 )

表土層を取り除くと、黒褐色土、暗褐色土、ローム漸移層と続く。遺物の出土はなく、遺構の検出もなかっ

た。

|‖ 」3el(第 5図 )

表土層に続いて暗褐色土、ローム漸移層まで掘り下げるが、遺構の検出はなかった。

|‖ Klal(第 5図 )

調査区内をローム面まで掘り下げたが、遺構の検出はなかった。

|‖ Kla5(第 5図 )

表土層から続く暗褐色土を掘り下げたところ、調査区の北側で径75～ 80cm、 深さ14cmの掘り込み (168号土

坑)と 、径30cmで 、深さも30cmの掘り込み (169号土坑)が検出された。遺物は縄文土器片が 1点出土しただ
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けである。

|‖ K2a4(第 6図 )

表土層から続く黒褐色土を取り除き、暗褐色土を掘り下げていくと、北側で礫が 3点出土した。周辺の調

査区では礫は出土していないため、性格は不明である。

ⅢK3a3(第 6図、図版 4-2)

表土層から続く黒褐色土、暗褐色土を掘り下げたところ、北壁際と南東、南西隅に掘り込みが検出された。

北壁際の掘り込みは3基の土坑が重複していると考えられる。中央 (171号土坑)が最も深く、深さ42cm、 西

側 (170号土坑)が 13cm、 東側 (172号土坑)が21cmを計る。調査区の南東にある土坑 (173号土坑)は、平面

形が長方形で、北倶1底面に礫が検出されている。深さ力M2cmで、底面が平坦であるので、 1つの土坑とした

が、2基の柱穴が重複している可能性もある。南西隅の掘り込み (12号土坑)は、凹凸が激しく深さも16～

19cmであるので、人為的な遺構としないほうがよいと思われる。

|‖ Klb3(第 6図 )

表土層を取り除くと、中央を東西に走る宮坂氏の調査したトレンチが検出される。その検出面である暗褐

色土層上面でははっきりしなかったが、ローム面まで掘り下げたところ、深さが 6 cmか ら23cmあ る柱穴状の

掘り込みがいくつか検出された (175～ 180号土坑)。

|‖ K2b2(第 6図 )

表土層を取り除いた後、黒褐色土、暗褐色土と掘り下げたが、遺構は検出されなかった。

ⅢK3bl(第 6図、図版 4-3)

表土層を取り除くと、北壁際に掘り込み (181。 182号土坑)が検出された。掘り下げると、宮坂氏が調査

したトレンチとそれに推卜かる掘り込みで、覆土は分層できたが、どちらも柔らかく、調査終了後に埋め戻し

たものと理解された。南側に一段高いところがあるので、 2基の土坑の重複であったと考えられるが、埋め

戻したものであるため、新旧関係は明らかでない。

|‖ Klcl(第 6図 )

調査区の南西にトレンチの痕跡を確認したほか、東壁際で深さ16cmの柱穴状の掘り込み (183号土坑)を検

出した。遺物は30点余りの縄文土器片や石片であるが、多くがトレンチ内からの出土で、原位置を止めてい

ない。

|‖ Klc5(第 6図 )

表土層以下、黒褐色土層、暗褐色土層と掘り進め、ローム漸移層まで掘り下げた。北壁際に深さ16cmほ ど

の掘り込みがあるが、表土層直下から掘り込まれており、宮坂氏の調査したトレンチになるのではないかと

考えられる。

|‖ K2c4(第 6図 )

表土層を取り除いた後、暗褐色土をローム漸移層まで掘り下げたが、遺構は検出されなかった。

|‖ K3c2(第 7図 )

本調査区の南倶1で住居址 (35号住居址)が検出されたため拡張した。中央東寄りで、深さ1lcmの遺構 (184

号土坑)が検出された。

|‖ K3dl(第 7図 )

表土層を取り除くと、南東隅に掘り込み (188号土坑)が確認されたが、これは宮坂氏が調査したもので、

埋め戻しを行っていることが確認された。さらに暗褐色土を掘り下げていくと、北壁際に 1箇所 (186号土

―-14
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坑)と 、中央やや西側に 1箇所 (187号土坑)の 2基の遺構が検出された。どちらも深さは20cmほ どで未調査

であった。

|‖ K3d2(第 7図 )

本調査区の南佃1で住居址 (35号住居址)が検出されたため拡張した。中央西寄りで、深さ10cmの小さな遺

構 (185号土坑)が検出された。

|‖ K3c3(第 13図 )

表土層を取り除くと、北側に東西に走るトレンチの痕跡が検出できた。さらに掘り下げを行ったところ、

南東に掘り込まれた住居址を検出した。これは未調査の住居址である。これにより周辺を拡張したが、住居

址については別に詳述する。住居の外側に深さ13cmの小さな遺構 (247号土坑)が検出されたが、住居址との

関係は明らかでない。

|‖ Kld3(第 7図 )

表土層を取り除いた後、黒褐色土、暗褐色土と掘り下げていくと、北西隅で深さ20cmの遺構 (189号土坑)を

検出した。遺物の出土はなかった。

|‖ K2d2(第 7図 )

表土層以下、黒褐色土、暗褐色土、ローム漸移層と掘り下げていったが、遺構の検出はなかった。

‖Klel(第 7図、図版 4-4)

表土層を取り除くと、東西に走るトレンチの痕跡が確認された。さらにローム漸移層まで掘り下げると、

調査区の南西に深さ20cm余の土坑が 2基検出された (190・ 191号土坑)。

|‖ Kle5(第 7図 )

表土層を取り除くと、北西隅に暗褐色土を掘り込み面とし、ロームブロックの混じる漆黒土を覆土とする

掘り込みが検出された。トレンチの一部になるのではないかと考えられる。

‖IK2e4(第 7図 )

表土層を掘り下げると、北側にトレンチの痕跡が確認された。さらに掘り下げを行ったが、それ以外の遺

構の痕跡はなかった。

|‖ K3e3(第 8図 )

表土層を掘り下げると、東西に幅50cmほ どの溝状の痕跡が確認された。掘り下げすぎてしまったため、東

西に分断してしまったが、宮坂氏の調査したトレンチであることは明らかである。これ以外に遺構はないも

のとして一旦調査を終了したが、その後ⅢK3c3に おいて住居址 (35号住居址)が確認されたため、精査
を行い、西壁際で同じ住居の東端になると考えられる掘り込みを確認した。このため、南側の調査区である

ⅢK3e4を 拡張した。また、本調査区の南東で、新たに2基の遺構を検出した (193・ 194号土坑)
|‖ Lla3(第 8図 )

表土層を掘 り下げると、中央やや北寄 りにトレンチの痕跡が検出された。この トレンチ以夕■こ本調査区で

は遺構は検出されなかった。

|‖ L2a2(第 8図 )

表土層を取 り除くと、北側に東西に走る溝状の遺構が検出された。時期は新 しいと思われるが、幅が狭 く、

宮坂氏の調査 した トレンチ痕であるかは明らかでない。

|‖ L3al(第 8図 )

表土層を取 り除いたところで、中央を東西に走る トレンチの痕跡を検出した。調査区の北西隅に、 トレン
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８
８

６
ｏ
ヨ

表上層

暗褐色土層
ローム漸移層

第 7図 検出された遺構と土層堆積状態161(1/60)

層
珈
　
　
　
　
．

社
」
　
＝釧尚『］製

① やや暗い暗褐色
ローム粒子含む。

硬 くよく締っている。

ⅢK2e4

日
ｏ
”

８

２

日
８

６
８

【

劃
目

l 表土層
2 黒褐色土層
3 暗褐色土層

８
ｏ
，

ざ

ヨ

日
８

６
８

【

期
日

刈
暉

表土層

黒褐色土層

暗褐色土層
ローム漸移層

l 表土層
2 黒褐色土層
3 暗褐色土層

Ⅲ Klel

IⅡ K l d 3

ド
ロ
ぼ
‐Ｉ
Ｈ
‐―

】

ⅢK2d2

―-17-一



チに掛かり、柱穴状の掘り込み (195号土坑)が検出されたが、調査済みのものである。

‖Llbl(第 8図、図版 4-5)

表土層を取り除いたところで、南西隅に埋め戻したようなローム層の堆積があったが、15cmほ どで、暗褐

色土となり、未調査の遺構がいくつか検出された。南壁際中央の遺構は、底面が 2段となっており、 2基の

遺構 (200。 201号土坑)の重複であろう。南西隅の遺構 (199号土坑)は、写真撮影時には検出できていな

かったが、さらに精査を行った結果、掘り込みであることが確認された。確認面からは25cmほ どであるが、

壁面の土層観察では40cm以上あったことが理解される。他に3基の掘り込み (196～ 198号土坑)が検出され

ているが、壁面や底面がしっかりしておらず、人為的なものか疑わしい。

|‖ Llb5(第 8図 )

表土層を取り除くと、中央に東西に走る溝の痕跡を検出した。この溝は挿図や写真では東壁にまではいた

らず途中で消滅しているが、東壁では観察できることから、浅いために周辺を掘りすぎた結果であり、ⅢL

ld5ではその続きが検出されている。この溝は、覆土の様子から宮坂氏の調査したトレンチではなく、耕

作の畝になるのではないかと考えられる。

|‖ L2b4(第 8図 )

表土層を取り除くと、北側に東西に走るトレンチの痕跡を検出した。さらに全面をローム面まで掘り下げ

たが、他の遺構を検出することはできなかった。

ⅢL3b3(第 8図 )

表土層を取り除いたところで、中央を東西に走るトレンチの痕跡を検出した。このトレンチ以外に、遺構

の検出はなかったё

l‖ Llc3(第 9図 )

表土層を取り除くと、北側に東西に走るトレンチの痕跡が検出された。さらに掘り下げていくと、北東隅

に向かってゆるやかに傾斜する掘り込み (202号土坑)が検出されたが、倒木痕のようなもので、人為的では

ないと思われる。

|‖ L2c2(第 9図 )

表土層を掘り下げると、調査区の北側に東西に走るトレンチの痕跡が確認された。さらにローム面まで掘

り下げを行ったが、このトレンチ以夕■こ遺構を検出することはできなかった。

ⅢL3cl(第 9図、図版 4-6)

表土層を掘り下げると、調査区の南佃1に東西に走るトレンチの痕跡が確認された。 トレンチの中とトレン

チに掛かるように礫が出土しているが、原位置にあったものか明らかでない。また、調査区の南西隅に、 ト
レンチに掛かる土坑 (203号土坑)が検出されたが、これは調査済みのものである。

|‖ Lldl(第 9図 )

表土層を掘り下げると、西壁際に埋め戻した痕跡のある調査済みの土坑が検出された。さらに東壁際中央

で、柱穴状の遺構が検出された。この柱穴は未調査であった。また、北東隅で礫が 1点出土している。

|‖ Lld5(第 9図 )

表土層を掘り下げると、調査区の南側に東西に走る溝の痕跡が確認された。さらにローム面まで掘り下げ

を行ったが、この溝以外に遺構を検出することはできなかった。

ⅢL2d4(第 9図、図版 4-7)

表土層を掘り下げると、全体に埋め戻しを行った様子で、東西に確認された掘り込みも柔らかい黒褐色土

一-18-―
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とローム層が互層となっている。西側の土坑 (図版 4-8)は 底面が 2段 となっているが、土坑の形態によ

るものか、 2基 (206・ 207号土坑)の重複かは明らかでない。東側の掘り込みは、方形の掘り込み (209号土

坑)の中に浅い円形の掘り込み (208号土坑)が見られるが、円形の掘り込みのところにあった何かを掘り上

げるために周辺を拡張して掘り下げたように見受けられる。独立土器のあった箇所かとも思い、報告書を再

読したが、未だ不明である。

ⅢL3d3(第 9図、図版 5-1)

表土層を掘り下げると、調査区の中央よりやや南側に東西に走る溝状の掘り込みが検出された。これは宮

坂氏の調査したトレンチ痕と考えられたが、さらに掘り下げるといくつかの土坑 (210～ 213号土坑)が検出

された。これらは覆土が柔らかで、すべて一度掘られてあるものと考えられるが、同一個体になると考えら

れる縄文時代中期後半の土器片 (第21図 6、 図版15-3)が残されていた。遺構の性格は明らかにできない。

ⅢLle3(第 14図、図版 5-2)

表土層を掘り下げてみると、それ以下の土層も調査後に埋め戻しされている様子が見受けられたが、その層

中からいくつかの礫が出土し始めた。同時に掘り下げを行っていたⅢMla5で も同様に礫が確認されてい

るため、宮坂氏の調査した環状列石の一部にあたると考えられた。そこで、南側のⅢLle4、 ⅢMla3、

ⅢMla4を 拡張して掘り下げ、列石の全体像を明らかにすることとした。
|‖ L2e2(第 14図 )

表土層を取り除くと、それ以下の土層も調査後に埋め戻されている様子が見受けられたが、その層中、東

壁際で礫が 1点検出された。また北東隅で土坑も検出された。礫は、上記ⅢLle3や 後述するⅢMla5

で検出した環状列石に続くものであると考えられたため、東側のⅢM2a2を 拡張することとした。北東隅
の土坑内から礫が数点出土しているが、宮坂氏の調査した当時の写真を見ても礫は見られないことから、調

査後の埋め戻しに際し、周辺の礫を一緒に埋めたものと考えられる。

この他、西壁際で掘り込みを1基検出したが (256号土坑 )、 これは未調査のものであった。

ⅢL3el(第 9図、図版 5-3)

表土層を掘り下げると、それ以下の土層も調査後に埋め戻されている様子が見受けられ、ローム面も地表

面の傾斜に比して西側に傾斜がきつくなっていた。西側で検出された土坑 (214号土坑)は、平面径が lm弱

であるが、断面形はY字状となっている。東側で検出された2基の土坑 (215・ 216号土坑)は重複している

が、どちらの覆土も明るい褐色でよく締まっており、未調査のものであった。

ⅢMlal(第 10図、図版 5-4)

表土層を取り除くと、南壁際に東西に走るトレンチの痕跡が現れる。そのトレンチに推卜かるように、長径

130cm、 短径80cm、 深さ58cmの長円形の土坑 (217号土坑)が検出された (図版 5-5)。 覆土は中程にローム

ブロックが堆積し、その上下にロームブロックが混じる暗褐色土が堆積している。ロームブロックの混入が

多く、ボソボソしているが、未掘の遺構であると考えられる。遺物は、縄文土器片や石片が10点 出土してい

る。この土坑は墓坑になるのではないかと考えられる。他に東壁際に柱穴状の遺構が 3基 (218～ 220号土坑)

重複して検出されている。

ⅢMla5(第 14図、図版 5-6)

表土層を取り除くと、埋め戻した土層で、中央を南北に礫が連なって検出された。宮坂氏の調査した環状

列石の一部と推察された。そこで、全体を明らかにするため、周辺の調査区を拡張して掘り下げることとし

た。環状列石については、後述する。

―-20-―
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ⅢM2a4(第 10図、図版 5-7)

表土層を取り除くと、北東隅でローム漸移層が検出されたが、西半から南東隅にかけては埋め戻された痕

跡が認められた。その掘り込みはそれほど深くなく、ローム面となったが、南傾1中央で明らかに埋め戻した

ことが分かる径65cm、 深さ40cmの 遺構 (225号土坑)が検出された。東壁際北側の遺構 (224号土坑)、 西壁際

北佃1(221号土坑)と 南側の遺構 (222・ 223号土坑)は未掘のものでt覆土にロームブロックを含む。底面が

二段になっていることから、重複しているものと考えられる。

ⅢM3a3(第 10図、図版 5-8)

表土層を取り除くと、北西側で掘り込み (226・ 227号土坑)を検出した。平面形がだるま状となっていた

が、掘り進むと2基の遺構が重複していた。覆土による違いはほとんど無く、底面の段差もほとんど無いた

め、新旧関係等は不明である。

ⅢMlb3(第 10図、図版 6-1)

表土層を取り除いた後、ローム漸移層まで掘り下げると、調査区の南西で遺構 (228号土坑)を検出した

(図版 6-2)人 為的に埋め戻された様子を示す。西側に続いているが、全掘しておらず、全体の形状は不
明であるが、隅丸の長方形を呈すると考えられる。覆土は① o③層が2 cmか ら5 cmの ロームブロックを多く

含み、硬くよく締まっている。微細な炭化物粒子も含んでいる。②層は5 cmから10cm台のロームブロックを

含んでいる。覆土の堆積状況から、縄文時代の墓坑と考えられるものである。土坑の確認面に至るまでの間

で、縄文土器片の出土があったが、土坑内からは遺物は出土していない。

ⅢM2b2(第 10図、図版 6-3)

表土層を取り除くと、南側に明らかに埋め戻したと考えられる溝状遺構が検出された。宮坂氏の調査した

トレンチと考えられるが、そのトレンチに掛かり、南西隅に土坑 (229号土坑)が検出された。この土坑も埋

め戻されており、調査済みのものである。

ⅢM3bl(第 10図、図版 6-4)

表土層を取り除くと、調査区の西半分が大きく掘り込まれている形跡が認められた。掘り進めていくと、

確認面から深さ110cmも ある大きな穴 (230号土坑)と なったが、壁面は大きく傾斜しており、壁面にも別の

柱穴状の遺構 (231～ 234号土坑)が掛かるように検出された。覆土は黒褐色土とロームが互層となっており、

明らかに埋め戻されたもので、大きな掘り込みと柱穴状の遺構との関係は明らかでない。他に調査区の北東

で、径60cmか ら70cm、 深さ18cmの遺構 (235号土坑)が検出されたが、こちらは未掘のものであった。

ⅢMlc5(第 10図 )

表土層を取り除いた後、ローム漸移層まで掘り下げたが、遺構の検出はなかった。遺物は縄文土器片や石

片が10点 出土している。

ⅢM2c4(第 15。 16図、図版 6-5)

表土層を取り除いた後、黒褐色土、暗褐色土と掘り下げると、北壁際 (6号土坑)と 東壁際 (9号土坑)

に遺構が検出された。さらに、拡張により北東隅にも遺構 (7号土坑)が検出されたが、これらについては

後述する。

ⅢM3c3(第 10図 )

表土層を取り除くと、南西隅から北東隅に走る溝状遺構が検出された。深さは10cm足 らずと浅い。 トレン

チや耕作による畝の方向とは異なっているためて性格は不明である。他に、南壁際で土坑 (236号土坑)が 1

基検出されている。これも深さは 5 cmほ どである。
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ⅢMld3(第 11図、図版 6-7)

表土層を取り除くと、暗褐色土を覆土に持つ土坑状の遺構が連なっているように見られたため、掘り下げ

ていったが、この土層がローム層の下にまで入り込んでいる。そこでこのローム層を取り除いていると、調

査区全体に掛かる大きなくぼみ (237号土坑)と なった (図版 6-6)。 この落ち込みは、倒木痕と考えられ

る。これに掛かるように東傾1で深さ19cmと 1lcmの柱穴状の掘り込み (238・ 239号土坑)が見られるが、人為

的なものか倒木痕に伴うものか明らかでない。

ⅢM2d2(第 15。 16図、図版 6-8)

表土層を取り除くと、南壁際中央で、埋め戻された土層を持つ土坑が検出された。最低でも3基の土坑(2

～4号土坑)が重複しているが、一度掘られているため、新旧関係は不明である。さらに精査することによ

り、西側中央で深さ36cmの土坑 (1号土坑)が検出された。

ⅢM3dl(第 15。 16図、図版 7-1・ 2)

表土層を取り除き、黒褐色土、暗褐色土と掘り進むと、多くの遺構 (27～ 30、 32～34号土坑)が検出され

た。検出状態では、遺構の中央が周辺より黒色味が強く、柱痕になると考えられるものも確認された。

ⅢMle5(第 11図、図版 7-3)

表土層を取り除き、黒褐色土から続く暗褐色土を取り除くと、調査区の南東隅と南壁際中央に、暗褐色土

を覆土に持つ遺構が検出された。南壁際の遺構 (241号土坑)は覆土中に礫が入つているが、特に柱痕等は観

察できず、詰められた様子はない。深さは58cmで、底面にも礫があるが、これはローム層中にあるもので、

運び込まれたものではない。南東隅の遺構 (240号土坑)は深さが19cmで、上層から礫が 2点出土している。

ⅢM2e4(第 15。 16図 、図版 7-4・ 5)

表土層を取り除いた後、黒褐色土、暗褐色土と掘り進むと、北壁際、西壁際、南東隅でそれぞれ遺構 (10、 15

～17、 20号土坑)が検出された。どの遺構も未調査のものであり、周辺の遺構との関係を調査するため、隣

接する調査区を拡張した。

ⅢM3e3(第 15。 16図、図版 7-6)

表土層を取り除くと、北壁際から北西隅にかけて大きな掘り込みが確認された。覆土はロームブロックの

混じる埋め戻された土層である。掘り込みの中には土坑 (55号土坑)が 1基あるが、これは調査されたもの

である。拡張に伴い、精査したところ、この掘り込みの外佃1に も遺構 (56号土坑)が検出された。

ⅢN2a2(第 15。 16図、図版 7-7)

表土層を取り除くと、北壁際に東西に走るトレンチの痕跡が検出された。調査区の東佃1中央では、径80cm

から90cm、 深さが43cmの 土坑 (22号土坑)が検出された (図版 7-8)。 覆土は暗褐色土で、粒子は細かく、

よく締まっている。 l cm以下の炭化物粒子を含むほか、稀にロームブロックを含む。底面近くで、礫が 2点

出土している。

|‖ N3al(第 15。 16図 )

表土層を取り除き、黒褐色土、暗褐色土と掘り下げていくと、20点余りの縄文土器片や石片が出土したほ

か、調査区の南側中央で焼土も検出された。周辺を拡張した際に精査すると、その焼土の下で柱穴 (43号土

坑)が検出されたほか、いくつかの遺構 (44。 54号土坑)が検出された。これらについては、後述する。

ⅢNlb5(第 11図、図版 8-1)

表土層を取り除き、暗褐色土を掘り進めていくと、縄文土器片や石片が出土し始める。ローム漸移層まで

掘り下げると、北西隅と南西隅で、暗褐色の覆土を持つ掘り込みが検出された。遺構を掘り下げていくと、
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南西隅のもの (245号土坑)は深さ15cmほ どの土坑となったが、北西隅 (242～ 244号土坑)の ものは、深さが

21cmか ら37cmの柱穴状の遺構 3基に分かれた。

ⅢN2b4(第 15。 16図、図版 8-2～ 5)

表土層を取り除くと、調査区の北東隅でローム漸移層が残っている他は、一段深く掘り込まれ、埋め戻さ

れている様子がうかがえた。北西隅の土坑 (70号土坑)、 南西隅の土坑 (71号土坑)は宮坂氏によって調査さ

れ、埋め戻されたものであったが、南東で検出した土坑 (74号土坑)は未調査のものである。覆土は暗褐色

土で、 l cmか ら5 cmの ロームブロックを多く含む、よく締まった土層である。墓坑になると考えられる。

ⅢN3b3(第 11図、図版 8-6)

表土層を取り除くと、北壁際でトレンチの痕跡と考えられる埋め戻された掘り込みが検出された。西壁際

にも同じ土層を覆土に持つ埋めた痕跡のある遺構 (246号土坑)を検出したが、ごく一部を掘ったにすぎず、

その性格は明らかでない。

ⅢN2c2(第 15。 16図、図版 8-7)

表土層を取り除き、ローム漸移層まで掘り下げると、北側にトレンチと考えられる溝状遺構が検出された

ほか、南西隅に土坑、南東隅に焼土が検出された。拡張により、焼土の下に土坑 (90号土坑)が存在するこ

とも明らかになったが、これらについては後述する。

ⅢN3cl(第 15。 16図、図版 8-8)

表土層を取り除くと、北側に東西に走るトレンチの痕跡を確認できた。このトレンチを再度掘り下げてい

くと、調査区の西側に調査されたと考えられる掘り込み (82・ 83号土坑)が検出された。この遺構は、底面

が二段となっており、重複したものであることが理解される。

ⅢN2d4(第 15。 16図、図版 9-1～ 4)

表土層を取り除くと、北佃1に幅50cmの細長い溝状遺構 (図版 9-1)が 検出されるが、その溝に掛かるよ

うに、未掘の土坑 (95。 96号土坑)が検出された。溝は宮坂氏の調査したトレンチとは様子は異なるが、表

土層直下から掘り込まれており、覆土も柔らかいため、それほど古いものではないと考えられる。検出した

土坑の東半分を掘り下げると (図版 9-2)、 底面に段差があり、2基の土坑の重複であることが確認された。

北側の上坑の方がやや深いが、新旧関係を明らかにできるような土層の線を引くことはできなかった。南壁

際で検出した遺構 (100号土坑)は、土層の観察から柱痕を持つ柱穴となった。

|‖ N3d3(第 11図 )

表土層を取り除くと、北側に東西に走るトレンチの痕跡が確認された。このトレンチ以外に、遺構の検出

はなかった。

|‖ N2e2(第 11図 )

表土層を取り除くと、黒褐色土、暗褐色土と続く。ローム漸移層まで掘り下げたが、遺構の検出はなく、

遺物の出土もなかった。

第 2節 検出された遺構
住居址

今年度の調査で検出した住居址は、新たに発見した住居址が 1軒 と、宮坂氏が調査した21号住居址から25

号住居址までのうち、調査区に掛かった部分である。宮坂氏の調査後、試掘調査によりいくつもの住居址を

確認しているが、その大部分は遺構検出面で調査を終了していたり、一部分を掘り下げたにすぎない。今回
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住居址を完掘したが、平成 2年度の調査で未発掘の住居址を34号住居址として命名しているので、今回の住

居址を正式に35号住居址と命名する。

35号住居址 (第 13図、図版 9-5～ 10T l)

ШK3c3で 住居址の北西端が、ⅢK3e3で 住居址の北東端が検出されたため、周辺を拡張し、検出・

調査を行った。平面形は、ほぼ円形を呈する。規模は主軸の箇所で径約430cmを 測る。深さは確認面である

ローム漸移層からは40cmほ どであるが、地表面から土層観察ができたⅢK3c3で 、遺物の出土状態などを

考え合わせると、最も深いところでは60cmは あったものと考えられる。壁際には、幅20cm、 深さ10cmほ どの

周溝が全周している。柱穴は4本で、壁際によっている。柱穴の径は30cmか ら50cm、 深さも68cmか ら86cmと

ばらつきがあるが、どれもしっかりしている6中央のやや奥まったところに石囲炉があるが、最も奥側の炉

石は立てられており、床面よりも40cmほ ど立ち上がっている珍しいものである。また、住居llのほぼ中央に

も床面の焼けている箇所がある。入口があったと考えられる南西側の床面には、深さ15cmの掘り込みが見ら

れるが、出入りに用いる階段を埋めた施設の痕跡であろうか。この掘り込みの両側に埋甕がある。東側の埋

甕 2は正位に埋められているが、日縁部及び底部が欠損している。西側の埋甕 1は、日縁部から底部まであ

るが、破損した状態で埋まっていた。復元はできたが、欠損部分も多い。また、入り日付近には径45cmほ ど

の礫が 3個流れ込むような形で入り込んでいた。なお、主軸方向は、N-31° ―Eを指す。住居址の外側にも

いくつかの遺構が検出されているが、本住居址との関係は明らかでない。

遺物は、覆土中より多くの縄文土器片や石片が出土しているが、復元できたものは前述した埋甕 2点 と覆

土中から出土した 1点だけである (第21図 1～ 3、 図版14-7・ 8)。 本住居址の時期は、これらの土器から

縄文時代中期後半の曽利Ⅳ式期になると考えられる。

21～25号住居tlL

昭和17年に宮坂氏により調査されたものであるが、今回は調査区を部分的に掘り下げ(その位置を確定す

ることができた。なお、宮坂氏の報告書の本文の記載内容と全体図 (尖石遺跡竪穴住居址分布図)で内容や

位置関係を照合すると、住居址番号に整合性が取られていない。昭和61年刊行の『茅野市史 上巻』ではこ
の 5軒の住居址の位置関係が訂正され記載されているので、これに沿うて改めて番号を訂正するな全体図中、

第21址を24号住居址、第22址 を21号住居址、第23址 を25号住居址、第24址を23号住居址、第25址 を22号住居

址とする。

この21号住居址から25号住居址までに関連すると考えられる調査区は、Ⅲ13a3、 Ⅲ13bl、 Ⅲ12

c4、 Ⅲ13c3、 Ⅲ13dl、 Ⅲ13e3の 6調査区である。
Ⅲ13a3(第 2図、図版 2-4・ 5)では、表土層の下約60cmの深さで黒褐色の埋め戻しを行った土層
が堆積しており、平坦で硬くよく締まった住居址の床面が現れ、北壁際に礫を抜かれていると考えられる炉

址が検出された。また、南壁際には別の住居址の周溝と考えられる掘り込みが検出されている。周辺の調査

区との関連から、これらの住居址は、昭和17年 に宮坂英式氏の調査したもので、炉址と床面が21号住居址の

一部、南壁際の周溝が宮坂氏が南作場道に掛かるため調査を行わなかった未発掘住居址の24号住居址の北端

であることが明らかとなった。21号住の床面には平坦な礫が置かれているが、これは報告書に記載されてい

るものがそのまま残されたものである。この他、住居址内からは、わずかに縄文土器片などの遺物が出土し

ているが、これらは埋め戻しの際に紛れ込んだもので、原位置を表しているものではない。

Ⅲ13bl(第 2図、図版 2-6)で は、表土層の下に埋め戻しを行ったと見られる黒褐色土力認Ocm余 り
堆積し、平坦で硬くよく締まった住居址の床面が現れる。この床面を伴う住居址は、昭和17年に宮坂氏の調
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査した25号住居址の床面になると考えられる。北側に3基の柱穴状の掘り込み、南傾1に 1基の長円形の掘り

込みが検出された。また、床面に長さ50cmほ どの礫が出土している。報告書の挿図にある礫と同一であると

判断されるにも関らず、向きが変わつており、原位置を止めていないと考えられる。

Ⅲ12c4(第 2図、図版 2-7)で は、調査区の北東1/4だけにローム漸移層が残っており、残り3/4は

埋め戻した黒褐色土で、ロームブロックやローム粒子を含むが量は少ない土層であった。その埋土は50cmほ

どであるが、その面まで掘り下げると、いくつかの遺構が検出された。南東隅の土坑とその北側にある壁面

は、報告書にある25号住居址の北壁とその内側の土坑であると考えられるが、深さは報告書によると70しmと

あるが、138cmあ る。土坑の上面は埋め戻した土で掘り下げ中に崩落してしまうほどIFL弱であったが、下半は

土層が締まっていた。掘り下げ途中でやめてしまったものであろうか。この土坑の西に接して、径45cm、 深

さ67cmの柱穴状の掘り込みがあった。また、調査区の北西には径30cm、 深さ16cmの柱穴状の遺構もあるが、

報告書にも記載が無く、新しく検出した遺構である。25号住居址の壁は調査区の中央付近で北上するが、こ

れについては、新たな遺構になるのではないかと思われる。しかし、周辺の調査区の掘り下げでは、確認で

きなかった。

Ⅲ13c3(第 3図、図版 3-1)で は、表土層を取り除くと、調査後埋め戻されたと分かる土層が約50

cmに わたり堆積しており、その下は平坦でよく締まった住居址の床面であった。調査区の東側にはやや窪ん

だ炉址があり、周辺には礫を抜き取ったと考えられる小さな穴が回っていた。焼土はこの炉址内からさらに

南佃1へ と続いている。この炉址を切つて、周溝が調査区の東壁中央から北壁中央へ抜けている。炉は宮坂氏

が昭和17年に調査した23号住居址に、周溝はⅢ13dlや Ⅲ13e3で も確認された22号住居址の南西隅に

あたるものであろう。調査区の中央から西壁中央にかけても周溝の一部と考えられる溝が走っているが、宮

坂氏の調査した21号住居址から25号住居址までの遺構配置の中ではどれも位置的にはずれており、この溝の

北ないし南に新たな住居址が存在した可能性も残されている。

Ⅲ13dl(第 3図、図版 3-2)で は、表土層を取り除くと、南壁際に沿って住居址と考えられる掘り

込みが検出された。覆土は調査後埋め戻されたもので、遺物等の出土はないが、壁際では周溝も検出されて

いる。この住居址と切り合うように、中央を南北に走る浅い掘り込みがある。はっきりとした掘り込みでは

ないが、この溝の東西にはあまリレベルの差はないが、西側の方が若千低い。また、周溝の東側には、ロー

ム漸移層が残っており、西側にはないことから、西側に遺構が広がっており、この溝が住居址の周溝である

ことが理解される。

これらの住居址は、昭和17年に宮坂氏の調査したもので、南側の住居址が22号住居址、西傾1の住居址が25

号住居址になるものと考えられる。

Ш13e3(第 3図、図版 3-5)で は、表土層を取り除くと、北西隅に掘り込みが検出された。覆土は

調査後に埋め戻しが行われたものであり、遺物の出土はなかったが、壁際には周溝も検出されている。周辺

の調査区で検出された遺構との関連で、この住居址は昭和17年に宮坂氏の調査した22号住居址の南東隅にあ

たると考えられる。住居址と重複し、その南側に浅い落ち込みがあるが、壁面や底面は凹凸が激しく、人為

的なものとは考えられない。

夢J 石 (第 14図、図版10-2・ 3)

ⅢLle3、 ⅢL2e2、 ⅢMla5の 各調査区で礫の出土を見たことから、これらが連なり、宮坂氏の

報告した環状列石になることが予想された。尖石遺跡史跡整備委員会の席上でも、これらを全面的に明らか

にして、写真撮影の後、測量を行うよう指導されたため、ⅢMla4か らⅢM2a2ま での間を拡張した。
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この環状列石について、宮坂氏の報告書中「昭和一七年度の発掘一発掘の日録一」には、8月 20日 の項に

「(前略)共に環状列石址中、その中央にある配石を除去して、その下を発掘し調査する。すると、配石の下

には、一大竪穴のあることを確かめた。 (後略)」 とあり、さらに、9月 2日 の項に「(前略)環状列石遺構中

の配石一個を除き、その下に一大竪穴を発掘し (後略)」 とある。

今回、拡張を行い、環状列石の全体像を明らかにしたが、列石の下にいくつかの遺構が確認できたものの、

掘り下げを行った形跡は見られず、列石の配置も報告書の写真と大きく異なっているようには思われない。

この周辺で調査を行った後に埋め戻されたと考えられる土坑は、ⅢLle3南 西隅の礫の下と、ⅢL2el、

ⅢL2e2、 ⅢM2al、 ⅢM2a2に 掛かる2基である。特に後者については、宮坂氏の報告書の写真に

も掘り下げてある様子が写されているほか、写真にはない礫が土坑内に多く埋められていたことから、これ

を指しているのではないかとも考えられる。報告書に使われている「挿図31 列石を除いた下の竪穴群」の

写真は、「挿図30 竪穴群の発掘」の写真を別方向から撮影したものであり、後述する土坑群の項で述べる71

～73、 76～ 83号土坑のものである。

土坑群 (第 15～ 20図、図版10-4)

今回の調査範囲中、柱穴を含む土坑が特に集中している箇所が確認された。これらの遺構が単独で存在す

るものなのか、あるいはいくつかがセット関係にあり、方形柱穴列ないしは建物址を構成するものなのかを

確認するため、土坑の集中している範囲を拡張し、面的な調査を行った。面的な調査を行ったのは、今回の

調査範囲の東佃1で、ШM2・ M3・ N2・ N3の内、134ピである。

この拡張した範囲内からは、計108基の柱穴を含む土坑が検出された。この中から、覆土の状態や観察によ

り、昭和17年に宮坂氏の調査した土坑も推測することができ、報告書の全体図との対比により、それらを確

定することができた。宮坂氏の調査した土坑は、 2～ 4号土坑 (図版10-5)、 5号土坑 (図版10-6)、 12

号土坑 (図版11-1)、 68号土坑 (図版12-6)、 70号土坑 (図版12-6)、 71～ 73号土坑 (図版12-8)、 75

号土坑、76号土坑、77号土坑、78号土坑、79号土坑、80号土坑、81号土坑、82・ 83号土坑 (図版13-2)の

19基である。

また、調査した土坑の内、覆土の観察により柱痕の検出されたものは、29号土坑 (図版11-6)、 42号土坑

(図版12-1)、 45号土坑 (図版12-2)、 48号土坑 (図版12-3)、 62号土坑、65号土坑 (図版12-4)、 69

号土坑 (図版12-6)、 91号土坑 (図版13-4)、 93号土坑、98号土坑 (図版13-8)、 100号土坑 (図版14-

2)、 105号土坑 (図版14-4)、 107号土坑 (図版14-5)の 13基である。残念ながら宮坂氏の調査した土坑

の観察記録を見ることができなかったが、形状や規模が同じものもあり、この中にもいくつかはあつたので

はないかと思われる。他に、25号土坑、43号土坑 (図版12-2)、 90号土坑 (図版13-3)、 92号土坑 (図版

13-5)の ように、遺構確認面で焼土の観察できたものもあった。

これらの土坑のセット関係を確認するために行った面的な調査であったが、余りにも遺構の数が多く、大

きさや深さも様々であるので、今のところセット関係を明らかにすることができていないのは残念である。

今後、本報告までに、宮坂氏の残された資料の調査等を行い、方形柱穴列や建物址の存在を明らかにしてい

きたい。

―-32-―



ml
ヽ
ｍ

OL
m1         57

ヽ
ｍ

土

Ａ
．』

A

共
咀

22二L

下
′

ml

土 ヽ
ｍ

B′      B

89二L

4´
δ も、 64土

65」L  90」
L

ヽ
０ mi  

竃 62二L
A

=生

′

A′
|° イ■ | ご▲@羞

ml

23■
′V

V  7́
91土ト

63土 アヽ

一
Ｖ

／
３

9 れ OI
66二L

5土
01

13f 14土

mi

∩
| ヾ

95二L

0ど

B′

α
A′

ｒ
´
　
土

17螺
A′

10土

70」L
、

`)_

ぐ

/10 L        LI

マ51皇隕l11土
牡
７６

ピ∝
司 73土

お´
『

や ば
裡

1と

A

九縫筍辛!
a     ml

∩ll

ヾ _つ
ЪI

;(こう)y土
△
◎4錐
ml

。1101

27[L A′

△
◎lル土
rCl l   mi

A′

】

ゴ
笙土
全

82土

ぐ´｀
0｀
°

|

110 ml

>|

A′

108

43二L
83土

>
441L

ml

87土
A′

69
46土

B

響7心
>|

68土

A′

（‐土　　　〕Ｎ、っ彰 J(D、1土

第15図 土坑群 (1/60)

―-33・ 34-―



表土層

黒褐色土層

暗褐色土層

表土層

黒褐色土層

暗褐色土層

ⅢM2c4北 壁
1067.20rn

ⅢM2e4北 壁
1067 30m

ШM2d2東 壁
1067 20m

l

2

3

表土層

黒褐色土層

暗褐色土層

ⅢM3e3西 壁
1067.50rn

ロームブロックを

含む埋土

1 表土層
2 暗褐色土層

ⅢN3al西 壁
1067 40m

ⅢN2b4南 壁
1067.50rn

ⅢN2d4南 壁
1067 70m

第16図 土坑群周辺の土層堆積状態 (1/60)

ⅢM3dl東 壁
1067.30m

ⅢM3e3北 壁
1067.50rn

1 表土層

ⅢN2b4西 壁
1067.50rn

ⅢN2b4北 壁
1067 50rn

70土

l 表土層
3 暗褐色土層

ⅢN3cl東 壁
1067 70m

ⅢN2d4北 壁
1067.70rn

15土

ⅢN2a2東 壁
1067.40m

2

表土層
黒褐色土層

暗褐色土層
ローム漸移層

ⅢN2c2東 壁
1067 60rn

ⅢN2d4西 壁
1067.70rn

表土層  4
暗褐色土層

ⅢN2b4東 壁
1067 50rn

68土

l

90±       3

69土

やや明るい暗褐色土
1～ 5 cnlの ロームブロックを

多く含む。

硬 くよく締つている。

ローム漸移層

―-35-―

2m



l土 1土

融 寧魚未し
よく締っている。

下層はローム粒子多い。

2・ 3・ 4±      2・ 3・ 4土
′

    llく

(〔
[:1:::::::〕 〕ノ

ノ

″
」:′

6+'
Arooo. zo- A'

2土

―C1066.癬

6*.
Etooo. zo*

3*'
Drooo. zo- D'

5*
4 tooo. zorn

粒子は細かいが、締まりはない。
炭化物粒子、ローム粒子を含む。

△
′
旦106680m  12・

10土

13上

Ａ

一

10+

Atooo. eo.n

13。 14土

H・ 12土

¬ゝ s/「
E'qlo66.8om

15。 16土

▲106680m

l5+,

E rooo. so* B-'

l6+.

Qtooo. so*

14土

Ｃ

一

21・ 19土

Q1066.80m   ⊆
′

22I
4 rooo. sorn

22t
B tooo. sorn

23+.

A rooo. so-

23lr

B tooo. go*Ａ

一

Ｂ

一

Ａ

一

Ｂ

一

UU 暗褐色土

粒子は細かく、硬 くよく締っている。
l cIIl以下の炭化物を含む。

稀にロームブロックを含む。

CA -L

4rooo. zo* 4'

27+-

4rooo. sor 4'

L=-r

25」ヒ

旦106690m 旦
′

26二L             261L

31・ 30・ 27土31土

l cm以下のロームブロックを含む。
稀に炭化物粒子を含む。

第17図 土坑群断面図(1)(1/60)

・ ―
蛹写[細バ、メ締っ
=

4 tooo. eo* Q tooo. ao.n

17±     17土
▲106680m▲

′
  旦106680m旦

′

20土 20土

30+.

Erooo. ao- B-'

18*.

Atooo. sor 4'-\_f

25二L

△1066.90m ▲
′

18土

旦1066.80m旦
′

―

19±     21土
△106680m△

′
  旦106680m旦

′

―
 す

9±        9土
△1066.80m  △

′
   旦1066.80m  旦

′

ll+'
9'Drooo.eo,n

一-36ニー

Dtooo. sot



28土

△106680m△
′

丁

34土 35・ 36±       35土
△106680m   △

′  旦106680m 旦
′

△106680m△
′
 旦106680m]′

ゼ   し し

29・ 32」ヒ ea -L

Qrooo. eor Q'
t--\_J

28・ 29」L

⊇1066.80m   ⊇
′

33・ 29土

旦106680m     旦
′

AC -L

Arooo. go- 4'

Arooz. oot

58土

旦106690m旦
′

V
61 ・60二L

△1066.80m △
′

61土

り

′

65・ 64土

△1067.10m

34土

38・ 39土

旦106690m 旦
′

①暗褐色土

柱痕
l cnl以下のロームブロックを稀に含む。

②暗褐色土
ロームブロックを多量に含む。

45土

△
′   旦106700m

56t
Qtooe. so-

′
智
瀾
デ
′

42・ 40・ 39」L

Q′    ⊇106690m     ⊇
′

37+.

B tooo. Som B'-L__r
41+_

Erooo.gorE'-u-

57ニヒ      57二L

A106690n絆
′ 旦1066 90mB′

VU

63二L

C′   ⊇1066.90m ⊇
′

66・ 65土

旦1067.10m   旦
′

41 ・42二L

Q106690m

柱痕あり。

周囲は15～ 20cnlの
大きなロームブロ
ックヌ、る。 柱痕

47・ 44・ 43L 47・ 46・ 44・ 43二L

⊇1067.00m700m       論

柱痕あり。

周囲は15～ 20cl■の

大きなロームプロ

ックヌ、る。

49ニヒ        49二 L         50・ 51」ヒ 52±    52±     53土

Ｂ

一

Ψ
′
Ψ
′
Ψ
′
ザ
′
マ
′
Ψ
′

54±       54土
△106690m △

′
   旦1066.90m ]′

―
 
―

トレンチ、55■      56・ 55土、 トレンチ
⊆
′
  ⊇1066.90m        ⊇

′
  旦1066 90m          E′

58*.

Arooo. go. 4'

‐ Jヽ /~ゝ
_ゴ

~¬

59・ 60二L

T′

59[L

T′

62・ 63」L

△106690m  △
′

62・ 63±        62土
旦106690m     旦

′
   C1066.90m

[:::::i

89土 ②  量も①層より多い。

第18図 土坑群断面図9)(1/60)

L10「 i鮮 」′勁∞zfi・
∞°89二L

Ａ

一

Ｄ

一

①黒褐色土

柱痕ではあるが、径 7 cnl程 の礫が入っ

たり、ロームブロックが層状に入った

りする。

抜きとりか。

②暗褐色土
3 cnl大 のロームブロックを多量に含む。

③暗褐色土

大きなロームプロックが密に入る。

45。 44二L

48三L

-37-―



67+.

4tooz. oo-

71 ・74二L

全106690m

75・ 72二L

△106690m

crooz. tot

84+

4rooz. oom 4
---r-,f-

87+.

Arooz. ro^ 4'
-\____-r-

67二L

84*.

Erooz. oom E
\___.r-

68*,

Arooo. go-

68*,

Etooo. so- Ｂ

一

Ａ

一

69二L             69」 L

△1066.90m △
′
  旦106690m Ｂ

一

炭化物粒子を含む。

③暗褐色土
ローム粒子多い。

69・ 70EL

C1066 90m        C′

70*

Atooo. go*

72・ 73二L

旦1066.90m

75+
Etooo. so.n B.' Ａ

一

80。 79土、 トレンチ、82土

79・ 78二L

里106710m Ｇ

一

第19図 土坑群断面図8)(1/60)

一-38-―

68。 70二L

⊇1066.90m

a*I^?v y ?

88t'
4rooz. oor A'

81 ・80t

⊇1067.10m

トレンチ

⊆1067.10m

86・ 85二L

△106710m  △
′

72・ 71土

⊆1066.90m

76*'

Arooz. tot

85+.

Etooz. to,n E '

l cln前後のロームプロックを含む。

下層の方が大きい。

88土

旦106700m 旦
′

78。 77・ 76土

旦106710m

79・ 77・ 76土

旦1067.10m

83・ 82土

H1067.10m

①暗褐色土
柱痕。
ロー ム粒子
入 るが少 な

②暗褐色土

ロームブロ
ックメ、る。

70土

E rooo. go,n

73・ 74二L

⊇106690m

861.

Qrooz. rom Q

仁紀易義子格む。1_「

2m



e0+.

A tooz. so-

96。 95土

▲1067.20m

焼土が混じる。
③暗褐色～明褐色土
ローム粒子を多量に合む。

94・ 93」ヒ

▲1067.20m   ▲
′

90土

旦106750m旦
′

①暗褐色土

柱痕。ロームブロッ

や礫が入つている。

抜きとり痕か。

②暗褐色土

5 cln程 のロームブロ

がヌ、る。

③暗褐色
ローム埋土。

93・ 94二L

旦106720m

ツ ク

93+.
B' c tooz. zo* 9'

91±          92±            92・ 91土

:」 I蓼 ?ックが入る。      1環 :III[i::irを
含む。

ロームブロックは②層より小さいが

量は多い。

94*
D tooz. zo*

Ａ

一

95+.

B rooz. zo,-n B'

98。 99二L

旦 1067.20m

96・ 97二L

⊆106720m

96。 95土

⊇106720m

o7+

! 1067.20m !C′
Ｄ

一

98二L

▲106720m▲
′

雷:][:;:[|

9B+.

Q tooz. zorn

99*.

D tooz. zo-

100二L

107土

▲106720m

100EL 102・ 103・  104二L

△106720m    △
′

深い方が新 しいと思われるが、明確に分層できず。

ロームブロックが多少多 く、炭化物の入 り方も多い。

硬 くよく締っている。

105土

▲106710m

106。 105二L

旦106710m

106土

⊆1067 10m C′

105土

⊇1067.10m  ⊇
′

Ｂ

一

①暗褐色土

柱痕。にごった
ロームブロックを含む。

②暗褐色土

Ａ

一

3～ 5 cmの ロームプロックを

多量に含む。

107土

旦1067.20m ■
′

108二L

△106720m

第20図 土坑群断面図14)(1/60)
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一

①暗褐色土

柱痕。炭化物を含む。
lm以下のローム
プロックを含む。

②暗褐色土
2～ 3 cmの ロームプロックを

多量に合む。ローム粒子多く、

①層よりやや明るい。

籠[::
5 mm程の炭化

物粒子を含む。

」 JV

101±      101土
△106720m▲

′   旦106720m旦
′

ヘ  ノ
「
 ~
101土

C1067 20m  C′
＼ ゴ
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102・ 103・  104二L

旦106720m     旦
′
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ⅢⅣ12 d 4・ 5

H号土坑
6. Ⅲ L3d3
210～ 213号土抗

0                 20cm

第21図 出土遺物 (1/6)
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第 4章 ま と め

茅野市教育委員会では、平成 2年度から尖石遺跡整備のための事前の遺構確認調査を実施してきた。今回

調査を行ったのは、尖石縄文考古館の道を挟んで南側に当たる箇所で、尖石遺跡の中では南東に位置する場

所である。宮坂英式氏はこの地点の南側を調査し、多くの住居址を調査している。また、平成13年 と14年の

試掘調査はこの南西側を調査し、多くの住居址を検出するなど成果を上げてきた。

宮坂氏は、昭和16年にこの地点にトレンチを開け、住居址が多数ある可能性を見出し、翌昭和17年 にこの

地点の調査を行ったが、多数の土坑や環状列石を検出したにとどまっている。

茅野市教育委員会で行っている試掘調査では、これまで住居址がどこにあつていつ頃のものかを探る目的

で調査を行ってきており、逆に拠点的集落と考えられる尖石遺跡にあるはずの中央広場の検出ができずにい

た。今回、尖石遺跡の整備事業にあたって、集落構造を明らかにするため、この中央広場の検出を一つの目

的とすることになり、宮坂氏の調査によつて環状列石や土坑群の発見されているこの地点がて最も中央広場

の可能性が高い箇所として調査を行うことにした。

調査では、宮坂氏の調査で検出されている21号住居址から25号住居址の位置を把握できたほか、新たに 1

軒の住居址を調査することができた。そして、目的であつた中央広場も、列石の確認や、多数の土坑群の検

出によって明らかになりつつある。特に土坑は、宮坂氏の調査した土坑群周辺にも多数存在することが明ら

かとなったが、その中に柱痕を有するものも多数検出され、方形柱穴列や建物址の存在も想定される。また、

墓坑や貯蔵穴になると考えられる土坑も多数検出されるなかで、尖石遺跡の集落構造も次第に明らかになり

つつある。柱穴や土坑の検出の多さから、方形柱穴列や建物址の配列についての検討までには至っていない

が、今後さらに検討を続けていきたい。

今回の調査では、宮坂氏の調査した列石も再度全体を明らかにした。少し離れた調査区でも礫の出土は

あったが、この列石との関係は明らかでない。名称も、宮坂氏は環状列石と呼称しているが、部分的なもの

であるので、今回は列石とした。本文でも述べたが、列石の下にある竪穴の記述など、報告書と異なってい

るのではないかと考えられるものもあり、古い調査資料の探索と合わせ、今後の課題となった。

遺物は、住居址の検出が少なかったこともあって少ない。新たに発見した35号住居址からも、破片での出

土は多いものの、復元できるまでに至った土器は、埋甕に使用されていたものも含め 3点だけである。土坑

出上の縄文土器も11号土坑出土土器 (第21図 5、 図版15-2)が 1点復元できただけで、墓坑に副葬される

ような特殊な石器も出土していない。なお、時期は異なるが、旧石器時代の黒曜石製のポイントが出土して

いる (図版1578)。 これまで、最も古い時期の出土遺物は与助尾根地区で出土している有舌尖頭器であつた

が、さらに古い人々の生活の痕跡が認められたこととなり、特記される。    .
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図版 1

1 作業風景 (南西から)

2 作業風景 (南西から)



図版 2

Ⅱ」15e4 完掘 (109～ 111号土坑)(東から) 2  Ⅱ L15a 4 鏡三1屈 (115=号 LヴD (1ヒから)

3 Ⅱ L15c 4 完掘 (116号土坑)(北から) Ⅲ13a3 完掘 (21号住居址)(南から)

5 Ⅲ 13a3 完掘 (24号住居址)(北から) 6 Ⅲ13bl 完掘 (117～ 120号土坑 )

7 Ⅲ 12c4 完掘 (122・ 123号土坑)(西から) Ⅲ 12c4 122・ 123号土坑 (東から)



Ⅲ13c3 完掘 12・四号住居址、124。 12度声ittD(西から)

図版 3

2 Ⅲ 13dl 完掘 (22・ 25号住居址)(北から)

3 Ⅲ Ile5 完掘 (130号土坑)(北から) 4 ⅢIle5 130号土坑 (北から)

5 Ⅲ13e3 完掘 (22号住居址、132号土坑)(東から) 6 Ⅲ」3al 完掘 (138～ 142号土坑)(東から)

7 Ⅲ」3b3 完掘 (147～ 149号土坑)(東から) 完掘 (150～ 154号土坑)(北から)



図版 4

Ⅲ」3cl 完掘 (157～ 161号土坑)(南から)

完掘 (196～ 201号土坑)(北から)

ⅢK3a3 完掘 (170～ 174号土坑)(西から)

3 ⅢK3bl 完掘 (181・ 182号土坑)(西から) 4 ⅢKlel 完掘 (190・ 191号土坑)(北から)

b 6 ⅢL3cl 完掘 (203号土坑)(北から)

7 ⅢL2d4 完掘 (206～ 209号土坑)(南から) 8 ⅢL2d4 206。 207号土坑 (東から)



l ⅢL3d3 完掘 (210～ 213号土坑)(北から)

図版 5

Ⅲ L 完掘 (248号土坑)(北から)

3 ⅢL3el 完掘 (214～ 216号土坑)(北から) 4 ⅢMlal 完掘 (217～ 220号土坑)(北から)

5 ⅢMla1 217号 土坑断面 (西から) 6 ⅢMla5 完掘 (北から)

7 ⅢM2a4 完掘 (221～ 225号土坑)(南から) 8 ⅢM3a3 完掘 (226・ 227号土坑)(南から)



図版 6

ⅢMlb3 完掘 (228号土坑)(東から) 2 ⅢMlb3 228号 土坑断面 (東から)

3 ⅢM2b2 完掘 (229号土坑)(北から) 4 ⅢM3bl 完掘 (230～ 235号土坑)(南から)

5 ⅢM2c4 完掘 (6・ 9号土坑)(南から) 6 ⅢMld3 南西隅倒木痕 (237号土坑)(北東から)

7 ⅢMld3 完掘 (237～ 239号土坑)(東から) ⅢM2d2 完掘 (2～ 4号土坑)(北から)



図版 7

l ⅢM3dl 東壁 (28・ 29、 32～34号土坑)(西から) 2 ⅢM3dl 完掘 (27～ 30、 32・ 33号土坑)(南から)

3 ⅢMle5 完掘 (240・ 241号土坑)(北から) ⅢM2e4 完掘 (10、 15～ 17、 20号土坑)(南から)

5 ⅢM2e4 15。 16号土坑 (南から) 皿M3e3 完掘 (55号土坑)(東から)

7 ⅢN2a2 完掘 (22号土坑)(西から) 8 ⅢN2a2 22号 土坑 (西から)



図版 8

l ⅢNlb5 完掘 (242～ 245号土坑)(東から) 2 ⅢN2b4 完掘 (70～ 72、 74号土坑)(北から)

3 ⅢN2b4 70号 土坑 (東から) 4 ⅢN2b4 71。 72号土坑 (北から)

5 ⅢN2b4 74号 土坑 (北から) 6 ⅢN3b3 完掘 (246号土坑)(南から)

7 ⅢN2c2 完掘 (89・ 90号土坑)(北から) 8 ⅢN3cl 完掘 (82・ 83号土坑)(東から)



l ⅢN2d4 溝掘 り下げ状態 (南から)

図版 9

完掘 (96。 97、 100号土坑)(北から)

2 ⅢN2d4 96。 95号土坑半裁 (東から)

3 ⅢN2d4 完掘 (95～ 97号土坑)(南 から) d

5 35号住居tlL 完掘 (南西から) 6 35号住居llL 完掘 (北西から)

7 35号住居址 石囲炉 (南西から) 8 35号住居址 埋甕 1(南西から)



図版10

1 35号住居址 埋甕 2(南西から)

列75(Jヒから)

1～ 4号土坑 (南東から)

2 列7雪 (南から)

4 土坑群 (東から)

6 5号土坑 (北西から)

8 10号土坑 (東から)7・ 8号土坑 (南東から)



図版11

1 11。 12号土坑 (南東から) 2 13・ 14号土坑 (南東から)

3 15～ 17号土坑 (東から) 4 20～ 21号土坑 (北東から)

5 26号土坑 (東から) 6 28。 29号土坑 (北東から)

7 27・ 30号土坑 (東から) 8 35・ 36号土坑 (東から)



図版12

2 43～ 47号土坑 (東から)1 42号土坑 (南東から)

3 48号土坑半裁 (西から) 4 64～ 66号土坑 (北東から)

5 67号土坑 (北東から) 6 68～ 70号土坑 (北東から)

7 74号土坑 (北から) 8 71～ 74号土坑 (西から)



図版13

1 85。 86号土坑 (南から) 2 82・ 83号土坑 (南から)

3 90号土坑 (西から) 4 91・ 92号土坑 (北から)

5 92号土坑半裁 (北から) 6 93・ 94号二L坑  (1ヒから)

7 95～ 97号土坑 (南東から) 8 98号土坑 (北から)



図版14

1 99号土坑 (北から) 2 100号土坑 (東から)

3 100。 102～ 104号土坑 (東から) 4 105。 106号土坑 (南東から)

5 107号土坑 (東から) 6 108号土坑 (1ヒから)

7 35号住居址出土埋甕 8 35号住居址出土土器



図版15

1 35号土坑出土石器 2 11号土坑出土土器

3 210～ 213号土坑出土土器 4 90号土坑出土土器

5 96号土坑出土土器 6 出土石器(1)

7 出土石器(2 8 出土石器侶)
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